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ま え が き

県教育委員会では、平成２７年１２月に、小学校第４学年から中学校第２学年までの全

ての児童生徒を対象として秋田県学習状況調査を実施いたしました。

この調査のねらいは、①学習指導要領の内容等の定着の程度を把握すること、②本県が

進める少人数学習の成果や課題を捉えること、③各学校が児童生徒の学力や学習状況を把

握し、学習指導の工夫・改善を図ること、④全国学力・学習状況調査及び本調査、高校入

試を活用した学習指導における検証改善サイクルを確立すること等、本県の児童生徒の学

力向上に役立てるところにあります。

この調査では、小学校第４学年が国語、算数、理科の３教科及び学習の意欲等に関する

質問紙調査、小学校第５学年、第６学年が国語、社会、算数、理科の４教科及び学習の意

欲等に関する質問紙調査、中学校第１学年、第２学年が国語、社会、数学、理科、英語の

５教科及び学習の意欲等に関する質問紙調査を実施いたしました。教科の調査における特

色として、全国学力・学習状況調査Ｂ問題の出題趣旨を踏まえた問題を全ての教科で出題

するとともに、県の課題の改善状況を明らかにするために複数学年にわたる共通問題、本

県で重視している“「問い」を発する子ども”の育成に関する問題、高校入試と関連した

問題も出題いたしました。また、学習の意欲等に関する質問紙調査を、全国学力・学習状

況調査の質問事項と対応させて出題することにより、各学校が調査結果を比較・分析して

自校の児童生徒の学習に対する意識等を明確に捉え、学習指導の一層の改善に役立てるこ

とができるようにいたしました。

本報告書は、平成２７年度の学習状況調査の結果に基づき、全県的な学習状況や今後の

授業改善に向けた提言等をまとめたものです。調査の結果からは、各学校における授業改

善の成果や、児童生徒の主体的な学習を促す探究型授業の推進状況などをうかがうことが

できます。

今後も各学校や教育委員会においては、本報告書及び調査問題を日常の学習指導や教育

施策の改善・充実に積極的に活用していただきたいと考えております。

最後に、本調査の実施に当たり御協力いただきました県内全ての市町村教育委員会、各

小・中学校の皆様に心から御礼申し上げます。

平成２８年２月

秋田県教育委員会









































































































































































































平成２７年度中学校学習状況調査 第１学年 理科 評価規準と評価の観点

学 領 内
観 点

評 価 規 準
通し

年
域

容 番号 思考
技能

知識
等 表現 理解

(4)ウ ・条件を制御しながら，太さの違う電熱線の発熱を比べる実験 (1 ○
の方法を考えている。

(4)ウ ・実験結果を基に，電熱線の太さと発熱の仕方を関係付けて考 (2 ○
え，表現している。

Ａ
(4)エ ・身の回りには，電気の性質や働きを利用した道具があること (3 ○

小 物 を理解している。
質

学 ・ (2)イ ・水溶液には固体がとけているものと，気体がとけているもの (4 ○
エ があることを理解している。

校 ネ
ル (2)ア ・酸性とアルカリ性の性質の水溶液を区別する方法を身に付け (5 ○

第 ギ ている。ー

６ (3)イ ・作用点から支点までの距離を基に，てこがつり合うための条 (6 ○
件を考え，表現している。

学
(3)イ ・てこの規則性を基に，てこが水平につり合うときのおもりの (7 ○

年 重さを考え，求めることができる。

Ｂ (1)イ ・だ液のデンプンに対する働きについて実験結果と関連付けて (8 ○
生 推論し，表現している。
命
・ (4)ア ・地層は各地点を連ねるように広がりをもって分布しているこ (9 ○
地 とから，地層の様子を推測している。
球

(2)ア ・気体の発生方法とその性質を理解している。 (10 ○
（イ）

化 (2)ア ・気体の捕集法などの基本操作を身に付けている。 (11 ○
（イ）

学
(2)ア ・物質の密度を表す方法を理解している。 (12 ○

的（ア）

中
領 (2)ウ ・エタノールの沸点を調べる実験を安全に行う技能を身に付け (13 ○
（イ） ている。

学
域
(2)ウ ・物質の状態が変化するときの温度の測定を行い，結果の整理 (14 ○

校
（イ） の仕方を身に付けている。

第
(1)ウ ・同じ仲間に分類される植物のからだのつくりの共通点を理解 (15 ○
（ア） している。

１
生
(1)ア ・顕微鏡を適切に操作して，観察する技能を身に付けている。 (16 ○

学
（ア）

物
年

(1)イ ・植物の気孔のまわりの細胞を理解している。 (17 ○

的
（イ）

領
(1)イ ・実験結果から，蒸散が行われる気孔のある場所と数について (18 ○
（イ） 考察している。

域 (1)イ ・植物の光合成によって作られた気体とその性質について理解 (19 ○
（イ） している。

(1)イ ・実験結果から，光合成に必要な条件について考察している。 (20 ○
（イ）
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69.2%

0% 100%

(１ 86.4% 75.0%

(２ 71.0% 70.0%

(３ 92.5% 85.0%

(４ 59.3% 65.0%

(５ 59.3% 60.0%

(６ 54.1% 60.0%

(７ 61.3% 60.0%

(８ 67.8% 75.0%

(９ 86.1% 85.0%

(１０ 72.4% 70.0%

(１１ 68.7% 70.0%

(１２ 15.4% 60.0%

(１３ 79.9% 70.0%

(１４ 80.2% 70.0%

(１５ 66.8% 70.0%

(１６ 82.5% 80.0%

(１７ 68.4% 75.0%

(１８ 72.2% 65.0%

(１９ 86.0% 80.0%

(２０ 53.3% 60.0%

電熱線を利用した器具

水溶液に溶けているもの

酸性の性質の調べ方

てんびんのつり合い

平均通過率  中学校 １年  理科　　小問別通過率と設定通過率

発熱の実験における条件制御

電熱線の発熱

出　題　内　容

通
し
番
号

通過率
（％）

設 　定
通過率
（％）

エタノールを湯煎で温める理由

エタノールの温度変化を表すグラフの
作成

葉脈と維管束の並び方の関連

　は設定通過率の±10%を示している。

光合成に必要な条件

顕微鏡の使い方

気孔のまわりの細胞

蒸散の働きと気孔の数との関係

光合成によって生成される物質

※

アンモニアの性質

密度の計算

てこがつり合うきまり

だ液の働き

地層の広がり

二酸化炭素の発生方法
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中学校 １年  理科

小問別反応率

通し番号 (1 (2 (3 (4 (5 (6 (7 (8 (9 (10 (11 (12 (13 (14 (15 (16 (17 (18 (19 (20

１（正答） 86.4 71.0 92.5 59.3 59.3 54.1 61.3 67.8 86.1 72.4 68.7 15.4 79.9 80.2 66.8 82.5 68.4 72.2 86.0 53.3

２（誤答） 13.6 28.5 7.4 40.5 36.0 45.7 38.5 29.2 13.7 27.3 27.3 74.2 16.3 19.0 32.8 17.2 26.6 27.5 12.2 44.5

３（無解答等） 0.0 0.5 0.1 0.1 4.7 0.2 0.2 3.0 0.3 0.3 4.0 10.3 3.8 0.8 0.4 0.3 4.9 0.3 1.8 2.2

４（未履修） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.1 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　

小問別通過率度数分布表（118校）

通し番号 (1 (2 (3 (4 (5 (6 (7 (8 (9 (10 (11 (12 (13 (14 (15 (16 (17 (18 (19 (20
平均
通過率

100％ 6 4 22 1 1 3 10 3 1 6 10 1 4 3 2 10

90～100％ 33 9 68 7 30 5 6 30 29 3 17 2 1 32

80～90％ 63 34 23 3 7 6 24 63 28 22 39 37 9 57 27 26 54 3 4

70～80％ 13 24 4 15 20 8 25 27 13 37 33 12 22 32 29 28 51 17 8 59

60～70％ 1 20 1 42 40 19 34 29 1 28 28 18 9 42 8 24 21 4 15 44

50～60％ 1 18 40 26 62 31 17 1 13 13 1 7 4 23 2 17 11 1 48 8

40～50％ 4 11 16 27 14 7 1 5 3 3 4 6 1 8 4 29 2

30～40％ 4 4 6 1 5 2 1 7 6 1 2 2 9 1 11 1

20～30％ 1 2 1 1 1 19 1 2

10～20％ 1 1 57 1

0～10％ 1 1 1 1 1 1 1 2 32 1 1

計 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 117 117 118 118 118 118 118 1 118

は県平均通過率

※解答類型１～３に対する数値は、４を除いた解答類型１～３の合計に対する割合。４は全体に対する割合。

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

１（正答） ２（誤答） ３（無解答等） 
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中学校１年 理科 調査結果の考察

１ 設定通過率との比較 ※表中の数値は設問数

分類 観 点 別 内容区分別・領域別
計設定通過率の 科学的な思考・表現 技 能 知識･理解 物質・エネルギー 生命・地球 化学 生物

＋10％ より高い １ １ ０ １ ０ １ ０ ２
±10％ の範囲内 ７ ４ ６ ６ ２ ３ ６ １７
－10％ より低い ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １

計 ８ ５ ７ ７ ２ ５ ６ ２０

２ 考察
(1) 全体について

20問中19問が設定通過率の「＋10％より高い」又は「±10％の範囲内」であり、学習内容
の定着状況はおおむね良好である。

(2) 成果
①昨年度の課題として出題した設問については、８問中７問で通過率が上昇した。また、通
過率の平均は昨年度よりも14.1ポイント上昇した72.7であり、指導の改善が図られている｡

②観点が「思考・表現」の設問は、通過率の平均が昨年度よりも5.2ポイント上昇した69.0
であり、改善の傾向が見られる。

(3) 課題
①密度等の基礎的・基本的な知識に関して、計算によって求めることに課題が見られる｡
②観察・実験の結果を分析し解釈したことについて、問題解決の過程等を踏まえて説明する
などの活動を授業に取り入れるなど、指導の手立てを一層工夫する必要がある。

３ 今後の指導

基礎的・基本的な知識・技能を適用して課題を解決する活動における手立てを工夫する。

・身近な物体の密度の大きさを求めるな
ど、基礎的・基本的な知識・技能を適
用して課題を解決する活動を設定す
る。また、計算の過程や結果について
説明し合う活動を設定し、計算の意味
についての理解が深まるようにする。

・通し番号(12 において、密度は物質を
区別するための手がかりの１つである
ことを押さえ、密度を求める必要性が
理解できるようにする。その際、メス
シリンダーや電子てんびんで読み取っ
た値が意味することと密度の公式を関
連付けて説明させたり、同じ体積の物
体でも質量が異なることを体感させた
りすることが大切である。

観察・実験の結果を分析し解釈したことについて、問題解決の過程等を踏まえて説明する
などの言語活動を充実させる。

・観察・実験の結果を表やグラフを用い
て整理させるとともに、観察・実験の
条件に着目させて共通点や相違点を明
確にできるようにする。また、問題解
決の過程等を踏まえ、考察の視点や、
論理的な思考に沿った話型等を示して
考えさせたり、説明させたりする活動
を設定する。

・通し番号(20 において、光合成が行わ
れるときの要因は複数考えられる。こ
のような場合には、表を用いるなどし
て要因について１つずつ整理させた上
で、これらを組み合わせて考えること
ができるようにする。また、考察させ
る際には、観察・実験の結果を根拠と
させた上で、観察・実験の目的や条件
に関連させて表現できるようにするこ
とが大切である。

［参考 通し番号(12 ］

100cm
３

用のメスシリンダーに50cm
３

の水を入れ，図１のように，

電子てんびんにのせてから表示を0.0ｇにしました。次に，メスシ

リンダーの水の中に，水にとけない物体Ｘを入れました。このとき，

メスシリンダーの中の水の表面は図２のようになり，電子てんびん

は図３のように90.5ｇの値を示しました。物体Ｘの密度は何ｇ/cm
３

ですか。計算の過程を書き，答えを四捨五入して小数第２位まで求

めなさい｡

図１ 図２ 図３

［参考 通し番号(20］

【実験】

一度沸騰させてから，室

温になるくらいまで冷まし

た水を３本の試験管Ａ～Ｃ

に同量ずつ入れ，ＢとＣに

はストローで息を吹きこん

でおく。次に，Ａ～Ｃにオ

オカナダモをそれぞれ入れ，

Ｃだけは試験管のまわりをアルミニウムはくでおおい，３本と

も日光が当たる場所に１時間ほど置く。その後，Ａ～Ｃの試験

管の中の水草をそれぞれ脱色し，ヨウ素液を加えて色の変化を

調べる。

【結果】

ヨウ素液の色が変化したのは，Ｂの水草だけだった。

(2) この実験から，オオカナダモが光合成を行うためには，ど

のような条件が必要であることがわかりますか。２つ書きな

さい。

オオカナダモ 息を吹き込んだ水が

入っている

アルミニ

ウムはく

- 102 -



平成２７年度中学校学習状況調査 第２学年 理科 評価規準と評価の観点

学 領 内 観 点

評 価 規 準 通し

年 域 容 番号 思考
技能

知識
表現 理解

(2)ア ・火山灰を観察しやすくするために水洗いする操作を適切に (1 ○
（ア） 行っている。

地
(2)ア ・異なる火山灰を比較して観察した結果から，火山灰の中の (2 ○

学
（ア） 鉱物とマグマの性質を関連付けて考察し，表現している。

的
(2)イ ・地層に見られる褶曲について，その成因と大地の変動を関 (3 ○
（ア） 連付けて理解している。

第 領
(2)ア ・初期微動継続時間について理解し，地震計の記録を示した (4 ○

域
（イ） グラフから読み取っている。

１ (2)ア ・地震計の記録から，初期微動継続時間の長さが震源からの (5 ○
（イ） 距離に関係していることを見いだし，表現している。

(1)ア ・凸レンズによる実像の位置や大きさについて理解している。 (6 ○
学 （イ）

物
(1)ア ・物体を凸レンズと焦点の間に置き，凸レンズを通して物体 (7 ○

理 （イ） を見ると拡大した虚像が見えることを理解している。
年

的
(1)ア ・実験の結果を基に，音は物体の振動によって生じ，その振 (8 ○
（ウ） 動が空気中を伝わることを考察し，表現している。

領
(1)イ ・ばねに加える力の大きさとばねののびの関係を見いだし， (9 ○

域 （ア） ばねののびから力の大きさを推定している。

(1)イ ・圧力は単位面積当たりに働く力の大きさであること理解し， (10 ○
（イ） 圧力の大きさを求めている。

(4)ウ ・物質同士の化学変化における質量保存の法則について理解 (11 ○
（ア） している。

化
(4)ウ ・実験の結果を基に，実験の方法について見直し，改善点を (12 ○

学
（ア） 見いだしている。

的 (4)ウ ・金属の粉末を完全に酸化させるための操作に留意しながら， (13 ○
（イ） 適切に実験を行っている。

第 領
(4)ウ ・物質の酸化による質量変化を示した表を基に，実験結果を (14 ○

域 （イ） 適切にグラフに表している。

２ (4)イ ・マグネシウムと酸素が結び付く化学変化を，化学反応式で (15 ○
（ア） 表している。

(3)ア ・顕微鏡を適切に操作して，観察する技能を身に付けている。 (16 ○
学 （ア）

生
(3)ア ・動物細胞と植物細胞を観察して比較し，細胞のつくりの共 (17 ○

物 （ア） 通点と相違点について理解している。
年

的 (3)イ ・ヒトが外界の刺激を受け入れてから反応するまでの，信号 (18 ○
（イ） が伝わる経路について考察し，表現している。

領
(3)エ ・呼吸の仕方が変わることにより，セキツイ動物が水中から (19 ○

域 （ア） 陸上で生活できるように進化したことを理解している。

(3)エ ・セキツイ動物の進化について，現存する生物の卵の特徴の (20 ○
（ア） 違いと関連付けて表現している。
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71.1%

0% 100%

(１ 85.2% 80.0%

(２ 85.4% 70.0%

(３ 77.7% 80.0%

(４ 83.2% 75.0%

(５ 76.7% 70.0%

(６ 36.9% 60.0%

(７ 32.2% 60.0%

(８ 65.2% 70.0%

(９ 60.3% 60.0%

(１０ 48.0% 60.0%

(１１ 87.9% 75.0%

(１２ 79.5% 80.0%

(１３ 86.4% 85.0%

(１４ 73.1% 65.0%

(１５ 57.8% 60.0%

(１６ 81.9% 85.0%

(１７ 82.5% 70.0%

(１８ 58.7% 60.0%

(１９ 96.0% 80.0%

(２０ 66.8% 65.0%水中と陸上で育つ卵の違い

マグネシウムが酸化する化学変化の化
学反応式

顕微鏡の使い方

植物細胞と動物細胞の共通点と相違点

反応の経路

セキツイ動物の進化と体のつくり

　は設定通過率の±10%を示している。※

火山灰の観察

マグマの粘性と無色鉱物の割合

褶曲のでき方

初期微動継続時間の読み取り

震源からの距離と初期微動継続時間と
の関係

凸レンズによる実像の位置と大きさ

凸レンズによる虚像の見え方

空気中の音の伝わり方

ばねののびと力の大きさ

圧力の求め方

質量保存の法則についての理解

密閉系で行う実験の仕方

金属の粉末を加熱する際の留意点

金属の質量と化合した酸素の質量との
関係を表すグラフの作成

平均通過率  中学校 ２年  理科　　小問別通過率と設定通過率

出　題　内　容

通
し
番
号

通過率
（％）

設 　定
通過率
（％）
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中学校 ２年  理科

小問別反応率

通し番号 (1 (2 (3 (4 (5 (6 (7 (8 (9 (10 (11 (12 (13 (14 (15 (16 (17 (18 (19 (20

１（正答） 85.2 85.4 77.7 83.2 76.7 36.9 32.2 65.2 60.3 48.0 87.9 79.5 86.4 73.1 57.8 81.9 82.5 58.7 96.0 66.8

２（誤答） 14.7 11.0 22.1 16.7 21.6 62.9 67.5 32.6 29.5 51.2 9.6 16.4 13.2 23.7 38.7 17.8 15.6 40.1 3.3 30.0

３（無解答等） 0.1 3.6 0.2 0.1 1.7 0.3 0.3 2.2 10.2 0.8 2.5 4.1 0.5 3.2 3.5 0.2 2.0 1.2 0.7 3.2

４（未履修） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.1 100.0 100.0 99.9 100.1 100.0 100.0 100.0

小問別通過率度数分布表（118校）

(1 (2 (3 (4 (5 (6 (7 (8 (9 (10 (11 (12 (13 (14 (15 (16 (17 (18 (19 (20 平均
通過率

100％ 20 4 4 4 1 1 2 10 3 9 8 3 5 38 5

90～100％ 40 33 19 22 16 3 1 58 15 34 14 4 15 29 1 68 9

80～90％ 34 63 39 60 34 11 13 35 54 60 27 9 56 43 3 10 28 17

70～80％ 13 15 37 26 49 31 15 2 11 37 12 30 23 38 32 18 20 54

60～70％ 8 2 13 4 15 4 2 34 37 12 2 8 2 20 23 6 7 34 19 43

50～60％ 2 1 5 2 3 16 10 24 34 33 1 11 28 1 32 2 15 3

40～50％ 1 32 14 9 15 49 4 17 21 11 1

30～40％ 45 41 5 2 17 1 1 11 1 7 8

20～30％ 16 42 3 2 2 2 2

10～20％ 4 8

0～10％ 1 1 1 1 1 1 1 1 1

計 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118 118

は県平均通過率

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
１（正答） ２（誤答） ３（無解答等） 
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小学校第４学年 71.4 ％

小学校第５学年 67.8 ％

小学校第６学年 69.1 ％

中学校第１学年 63.9 ％

中学校第２学年 62.6 ％

５　平均通過率の度数分布グラフ

県平均通過率

県平均通過率

県平均通過率

県平均通過率

県平均通過率

1 1 
3 3 

7 

12 

25 

16 15 

11 

7 
4 

8 

3 2 

0

10

20

30

42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 100

学
校
数

平均通過率 

1 1 1 2 3 4 5 

9 
13 

11 

18 
14 

26 
21 

26 
22 

14 

9 
4 

2 1 3 
1 1 

0

10

20

30

40

42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 100

学
校
数

平均通過率 

3 3 4 7 

16 
13 

21 

31 
28 

17 

23 

16 14 

5 5 
3 2 1 

0

10

20

30

40

42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 100

学
校
数

平均通過率 

1 3 
1 

9 9 10 

19 

16 

31 

24 
26 

22 

16 

10 

7 4 
2 1 1 

0

10

20

30

40

42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 100

学
校
数

平均通過率 

1 1 2 2 
4 

10 

13 

20 19 
21 

10 

5 
7 

1 1 1 

0

10

20

30

42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 100

学
校
数

平均通過率 

県平均 

県平均 

国語 56.4％ 
社会 70.6％ 
算数 69.8％ 
理科 74.4％ 

国語 68.2％ 
社会 66.1％ 
算数 62.8％ 
理科 79.2％ 

国語 59.4％ 
社会 68.6％ 
数学 49.3％ 
理科 69.2％ 
英語 72.9％ 

国語 56.4％ 
社会 58.3％ 
数学 59.7％ 
理科 71.1％ 
英語 67.3％ 

県平均 

県平均 

県平均 

国語 73.6％ 

算数 64.0％ 
理科 76.7％ 
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